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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】 
 平成21年８月13日に提出いたしました第71期第１四半期（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）四半期報告

書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。 

 なお、訂正後の四半期財務諸表については、京都監査法人により四半期レビューを受けており、その四半期レビュー報

告書を添付しております。 

 また、四半期財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所についてはXBRLの修正を行いましたので、併せて修正後のXBRL形式

のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を関連書類として提出いたします。 

  

２【訂正事項】 
第一部 企業情報 

第１ 企業の概況 

１ 主要な経営指標等の推移 

第２ 事業の状況 

３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 

(2）キャッシュ・フローの状況 

第５ 経理の状況 

１ 四半期財務諸表 

(3）四半期キャッシュ・フロー計算書 

注記事項 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係） 

  

３【訂正箇所】 
 訂正箇所は   を付して表示しております。 

  

 



第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

  

（訂正前） 

 （注） 省略 

 

回次 
第70期 

第１四半期累計
（会計）期間 

第71期 
第１四半期累計
（会計）期間 

第70期 

会計期間 

自平成20年 
４月１日 

至平成20年 
６月30日 

自平成21年 
４月１日 

至平成21年 
６月30日 

自平成20年 
４月１日 

至平成21年 
３月31日 

営業収益 
（うち受入手数料）（百万円） 

2,097 
（1,227）

1,759 
（1,093）

7,087 
（3,924）

純営業収益（百万円） 1,957 1,664 6,571 

経常利益（△は経常損失） 
（百万円） 

285 119 △231 

四半期（当期）純利益（△は四半
期（当期）純損失）（百万円） 

537 166 △751 

持分法を適用した場合の投資利益
（百万円） 

－ － － 

資本金（百万円） 10,004 10,004 10,004 

発行済株式総数（千株） 25,012 25,012 25,012 

純資産額（百万円） 32,220 29,869 29,934 

総資産額（百万円） 121,873 99,981 92,342 

１株当たり純資産額（円） 1,302.03 1,229.99 1,232.67 

１株当たり四半期（当期）純利益
金額（△は１株当たり四半期（当
期）純損失金額）（円） 

21.71 6.86 △30.69 

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円） 

－ － － 

１株当たり配当額（円） － － 30.00 

自己資本比率（％） 26.4 29.9 32.4 

自己資本規制比率（％） 839.9 907.1 965.4 

営業活動による 
キャッシュ・フロー（百万円） 

762 1,366 8,994 

投資活動による 
キャッシュ・フロー（百万円） 

△89 △44 △414 

財務活動による 
キャッシュ・フロー（百万円） 

△658 △450 △1,601 

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（百万円） 

2,235 10,071 9,199 

従業員数（人） 367 363 346 



（訂正後） 

 （注） 省略 

  

 

回次 
第70期 

第１四半期累計
（会計）期間 

第71期 
第１四半期累計
（会計）期間 

第70期 

会計期間 

自平成20年 
４月１日 

至平成20年 
６月30日 

自平成21年 
４月１日 

至平成21年 
６月30日 

自平成20年 
４月１日 

至平成21年 
３月31日 

営業収益 
（うち受入手数料）（百万円） 

2,097 
（1,227）

1,759 
（1,093）

7,087 
（3,924）

純営業収益（百万円） 1,957 1,664 6,571 

経常利益（△は経常損失） 
（百万円） 

285 119 △231 

四半期（当期）純利益（△は四半
期（当期）純損失）（百万円） 

537 166 △751 

持分法を適用した場合の投資利益
（百万円） 

－ － － 

資本金（百万円） 10,004 10,004 10,004 

発行済株式総数（千株） 25,012 25,012 25,012 

純資産額（百万円） 32,220 29,869 29,934 

総資産額（百万円） 121,873 99,981 92,342 

１株当たり純資産額（円） 1,302.03 1,229.99 1,232.67 

１株当たり四半期（当期）純利益
金額（△は１株当たり四半期（当
期）純損失金額）（円） 

21.71 6.86 △30.69 

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円） 

－ － － 

１株当たり配当額（円） － － 30.00 

自己資本比率（％） 26.4 29.9 32.4 

自己資本規制比率（％） 839.9 907.1 965.4 

営業活動による 
キャッシュ・フロー（百万円） 

762 1,366 8,994 

投資活動による 
キャッシュ・フロー（百万円） 

△89 △944 △414 

財務活動による 
キャッシュ・フロー（百万円） 

△658 △450 △1,601 

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（百万円） 

2,235 9,171 9,199 

従業員数（人） 367 363 346 



第２【事業の状況】 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

  

（訂正前） 

  

(2）キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、10,071百万円となり前事業年度末と比べ871百万円

の増加となりました。 

 当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、信用取引資産の増加などによるキャッシュ・フローの減少があったもの

の、信用取引負債及び受入保証金の増加、顧客分別金信託の減少などによるキャッシュ・フローの増加により、

1,366百万円の増加（前年同期は762百万円の増加）となりました。 

  

〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産や無形固定資産の取得などにより、44百万円の減少（前年

同期は89百万円の減少）となりました。 

  

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払により、450百万円の減少（前年同期は658百万円の減少）

となりました。 

  

（訂正後） 

  

(2）キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、9,171百万円となり前事業年度末と比べ28百万円の

減少となりました。 

 当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、信用取引資産の増加などによるキャッシュ・フローの減少があったもの

の、信用取引負債及び受入保証金の増加、顧客分別金信託の減少などによるキャッシュ・フローの増加により、

1,366百万円の増加（前年同期は762百万円の増加）となりました。 

  

〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の預入、有形固定資産や無形固定資産の取得などにより、944百

万円の減少（前年同期は89百万円の減少）となりました。 

  

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払により、450百万円の減少（前年同期は658百万円の減少）

となりました。 

  

 



第５【経理の状況】 

１【四半期財務諸表】 

  

（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

  

（訂正前） 

  

 

    （単位：百万円）

  
前第１四半期累計期間 

（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

当第１四半期累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

      

（省略）     

投資活動によるキャッシュ・フロー     

有形固定資産の取得による支出 △0 △25 

有形固定資産の売却による収入 11 － 

無形固定資産の取得による支出 △1 △21 

長期前払費用の取得による支出 － △1 

投資有価証券の取得による支出 △100 － 

貸付金の回収による収入 3 3 

投資活動によるキャッシュ・フロー △89 △44 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

配当金の支払額 △658 △450 

財務活動によるキャッシュ・フロー △658 △450 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 14 871 

現金及び現金同等物の期首残高 2,221 9,199 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,235 ※ 10,071 



（訂正後） 

  

 

    （単位：百万円）

  
前第１四半期累計期間 

（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

当第１四半期累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

      

（省略）     

投資活動によるキャッシュ・フロー     

定期預金の預入による支出 － △900 

有形固定資産の取得による支出 △0 △25 

有形固定資産の売却による収入 11 － 

無形固定資産の取得による支出 △1 △21 

長期前払費用の取得による支出 － △1 

投資有価証券の取得による支出 △100 － 

貸付金の回収による収入 3 3 

投資活動によるキャッシュ・フロー △89 △944 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

配当金の支払額 △658 △450 

財務活動によるキャッシュ・フロー △658 △450 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 14 △28 

現金及び現金同等物の期首残高 2,221 9,199 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,235 ※ 9,171 



【注記事項】 

  

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係） 

  

（訂正前） 

  

（訂正後） 

  

前第１四半期累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

当第１四半期累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係 
  

（平成20年６月30日現在）

  （百万円）

現金・預金勘定 3,720

金融商品取引責任準備金預金 △1,484

現金及び現金同等物 2,235

（平成21年６月30日現在）

  （百万円）

現金・預金勘定 10,436

金融商品取引責任準備金預金 △365

現金及び現金同等物 10,071

前第１四半期累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

当第１四半期累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係 
  

  

（平成20年６月30日現在）

  （百万円）

現金・預金勘定 3,720

金融商品取引責任準備金預金 △1,484

現金及び現金同等物 2,235

（平成21年６月30日現在）

  （百万円）

現金・預金勘定 10,436

金融商品取引責任準備金預金 △365

預入期間が３ヵ月を超える定

期預金 
△900

現金及び現金同等物 9,171



（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】 
（単位：百万円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 972 178

減価償却費 54 54

貸倒引当金の増減額（△は減少） △166 1

賞与引当金の増減額（△は減少） △162 △56

受取利息及び受取配当金 △599 △388

支払利息 140 95

有価証券評価減 438 －

証券取引責任準備金の増減額（△は減少） △1,484 －

金融商品取引責任準備金の増減額（△は減少） 365 △58

顧客分別金信託の増減額（△は増加） △2,342 3,441

トレーディング商品（資産）の増減額（△は増
加）

－ △3

約定見返勘定の増減額（△は増加） △6 3

信用取引資産の増減額（△は増加） △3,179 △11,440

有価証券担保貸付金の増減額（△は増加） 275 302

立替金の増減額（△は増加） △170 △5

差入保証金の増減額（△は増加） △45 5

信用取引負債の増減額（△は減少） 1,845 5,743

有価証券担保借入金の増減額（△は減少） △49 △27

預り金の増減額（△は減少） 3,426 597

受入保証金の増減額（△は減少） 835 1,281

その他 147 1,156

小計 296 878

利息及び配当金の受取額 693 606

利息の支払額 △153 △110

法人税等の支払額 △74 △7

営業活動によるキャッシュ・フロー 762 1,366

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △900

有形固定資産の取得による支出 △0 △25

有形固定資産の売却による収入 11 －

無形固定資産の取得による支出 △1 △21

長期前払費用の取得による支出 － △1

投資有価証券の取得による支出 △100 －

貸付金の回収による収入 3 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △89 △944

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △658 △450

財務活動によるキャッシュ・フロー △658 △450

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 14 △28

現金及び現金同等物の期首残高 2,221 9,199

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  2,235 ※  9,171



  

  

  

  

  

  

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成２１年１１月１１日

岩井証券株式会社 

取締役会 御中 

京都監査法人 

  
指定社員 
業務執行社員 

  公認会計士 中 村  源  印 

  
指定社員 
業務執行社員 

  公認会計士 加 地  敬  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている岩井証券株式会

社の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの第７１期事業年度の第１四半期会計期間（平成２１年４月１日

から平成２１年６月３０日まで）及び第１四半期累計期間（平成２１年４月１日から平成２１年６月３０日まで）に係る

四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、岩井証券株式会社の平成２１年６月３０日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。 

  

追記情報 

 四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は四半期財務諸表を訂正している。当監査法人は

訂正後の四半期財務諸表について四半期レビューを行った。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

  

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期財

務諸表に添付する形で別途保管しております。 

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 



【表紙】 
  

  

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成21年11月11日 

【会社名】 岩井証券株式会社 

【英訳名】 Iwai Securities Co., Ltd. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  沖津 嘉昭 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。 

【本店の所在の場所】 大阪市中央区北浜一丁目８番16号 

【縦覧に供する場所】 岩井証券株式会社 東京支店 

（東京都中央区日本橋茅場町一丁目９番４号） 

岩井証券株式会社 橿原支店 

（奈良県橿原市新賀町235番６号） 

岩井証券株式会社 宝塚支店 

（兵庫県宝塚市栄町二丁目２番１号） 

株式会社東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 

株式会社大阪証券取引所 

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号） 



１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】 
 当社代表取締役社長沖津嘉昭は、当社の第71期第１四半期（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）の四半期

報告書の訂正報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。 

  

２【特記事項】 
 特記すべき事項はありません。 
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